
NPO「都草J、開催30回超す

法
話
も
あ
り
人
気

観
光
地
、汗
流
し
体
感

京
都
検
定
の
合
格
者
ら
で
つ
く
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

「京
都
観
光
文
化
を
考
え
る

会

，
都
草
」

（京
都
市
上
京
区
）
が
社

寺
で
続
け
て
い
る
清
掃
活
動
が
開
催
３０

回
を
超
え
、
取
り
組
み
の
輪
を
広
げ
て

い
る
。
境
内
の
作
業
と
僧
侶
ら
の
法
話

を
セ

ッ
ト
に
し
た
内
容
が

「観
光
地
を

肌
身
で
感
じ
ら
れ
る
」
と
参
加
者
に
評

判
で
、
社
寺
側
か
ら
も
清
掃
依
頼
が
舞

い
込
む
よ
う
に
な

っ
た
。
（本
田
員
信
）

社
寺
の
由
縁
や
歴
史
に
つ

い
て
僧
侶
や
富
司
か
ら
解

説
を
受
け
る

「お
礼
」
が

７
月
下
旬
、
京
都
市
上

京
区
の
千
本
え
ん
ま
堂
。

境
内
に
建

つ
石
塔
の
そ
ば

で
四
人
が
草
抜
き
や
桜
の

枝
打
ち
に
汗
を
流
し
た
。

た
。こ
の
日
は
、
千
本
え
ん

ま
堂
の
戸
田
妙
昭
住
職

゛
ヽ

一

「紫
式
部
ゆ
か
り
の
地
や
」

「桜
守
の
佐
野
藤
右
衛
門

さ
ん
が
植
え
た
み
た
い
」
。

参
加
者
の
お
し
ゃ
べ
り
も

盛
り
上
が
る
。

（
６８
）
か
ら
本
堂
の
閣
魔

法
王
像
に

つ
い
て
法
話
を

聞
い
た
。
大
阪
府
豊
中
市

の
主

婦

小

松

香

織

さ

ん

（
５３
）
は

「見
る
だ
け
だ

っ
た
場
所
の
上
に
触
れ
ら

れ
て
、
思
い
が
深
ま
る
」

と
声
を
弾
ま
せ
た
。

以
前
は
都
草
の
側
か
ら

社
寺
に
申
し
出
る
こ
と
が

多
か

っ
た
が
、
真
面
目
な

活
動
が
実
り
、
祭
り
の
準

備
や
落
ち
葉
清
掃
に
人
手

が
ほ
し
い
社
寺
か
ら
依
頼

が
増
え
て
き
た
。
大
学
生

が
授
業
の

一
環
で
参
加
す

る
こ
と
も
あ
り
、
担
当
理

一　

清
掃
活
動
は
２
０
０
７

一年
７
月
か
ら

「
一
歩
踏
み

一込
ん
で
京
都
の
観
光
資
源

一に
か
か
わ
り
た
い
」
と
始

一め
た
。
作
業
後
は
毎
回
、

事
桜
井
英
成
さ
ん

（
７５
）

は

「社
寺
の
大
切
さ
を
実

感
し
て
も
ら
う
体
験
を
通

じ
て
、
観
光
文
化
を
広
め

た
い
」
と
話
す
。

次
国
の
活
動
は
Ｈ
日
午

前
１０
時
か
ら
左
京
区
鹿
ケ

谷
の
大
豊
神
社
で
。

一
般

参
加
可
。
無
料
。
問
い
合

わ

せ

は

都

草

８
０

７

５

（
４
５
１
）
８
■
４
６
。

一　

京
都
や
滋
賀
の
観
光
に

一
関
す
る
ご
意
見
や
情
報
を

一
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
メ
ー

一
ル

ア

ド

レ

ス

は

ォ
じ
コ
痒

一
〇
ｒ
（
）
ヨ
・σ
　
澪
ヽ
〇
一
Ｃ
‐

一
・
ｏ
お

ｏ
Ｌ

ｏ
で
す
。

付

く
。

秘

仏

を

拝

観

し

た
り
、
僧
侶
の
案
内
で
境

内

を

巡

る
な

ど

し

て

き
蠅
一
鶴

紫
式
部
の
供
養
塔
の
前
で
、
寺
の
僧
侶
と
と
も
に
清
掃
活
動
に
励
む
Ｎ
２
０
法
人
の

メ
ン
バ
ー
た
ち
（
京
都
市
上
京
区
上
■
傘
え
ん
ま
堂
）

依頼増える


